
事業の計画・内容

□ 直営 □ 指定管理 ☑ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

原材料費
補助金
その他

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

伊賀市　事務事業評価シート 施設の管理・運営

コード 名               称 コード 名            称

事業名 649 農道維持管理経費
会計 01 一般会計
款 06 農林業費

基本施策 49 広域的な道路・交通環境を整備する 項
目

１０３

01 農業費
０２ 農業総務費

農道維持管理経費
細々目 ０２ 農道維持管理経費

担当部課名 青山支所産業建設課
作成者氏名 山内　敏 連絡先 ５２－３２２０

細目

設
置
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）

自治会・受益者等 農道の維持管理費の節減に伴う農業経営の改善を図る。

本
年
度
事
業
内
容

一般農道補修等に対する原材料支給補助。

運営主体 根拠法令・要綱等 伊賀市補助金等交付規則
（委託先：自治会・受益者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市内の類似施設

H17 H18（予算） H19（予算）
活動指標 単位

実績値 目標値
正規職員     （人） 0.2 0.2 0.2 H17 H18 H19

原材料支給 件 18 18 18
1,440 1,440 1,440
3,973 6,243 6,200

3,973 5,200 5,200
1,043 1,000

5,413 7,683 7,640

5,413 7,683 7,640

事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

補修農道延長 補修延長に比例して営農改善が図れる（各年度） m
700

700 700
目標

4

A達成度

目標

3
効率性 4

主として未舗装の農道の舗装用コンクリートの材料費に対する補助金を交付している。管内の農道の状況は主に南部地域でほ場整備事業が完了
して間もないことから、未舗装の農道が大半で今後これら農道の維持管理が地域の農業経営を圧迫してくることが予想される。このため、地元受益
者の要望が大きい地区から順次舗装用材料費の補助をおこない、経営の改善に寄与していく。

評
価

必要性 4 現行制度は、材料費のみを助成対象とし施工費は地元の出合作業等で行うもので、事業執行のためには
地元の熱意、合意、協力、負担の上、緊急性の高いものから行うこととなっており、必要性、有効性、効率性
等は申請の段階で既に区レベルである程度検討され、より高いものから実施されることになるもので、集落
営農を推進する上でさらに強化させる必要がある。

総合評価
有効性


